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【農業技術体系データ⇒Z-BFMデータ変換ツール［ FS-DATA to Z-BFM ］とは？】 
「農業技術体系データ」を、線形計画法による営農計画の作成が可能な「営農計画策定支援シス
テム Z-BFM」で利用可能なデータ形式に変換する『農業技術体系データ⇒Z-BFM データ変換ツー
ル［FS-DATAtoZ-BFM］』を開発しました。 
これにより、農業技術体系データを用いて、耕地面積や作付作物、労働力等の経営・営農条件で、
農業所得を最大化させる営農計画案（最適解）を算出することができます。 

 
【留意事項】 

本ツールは、Z-BFMの利用を前提としています。なお、Z-BFM は、JA 全農営農販売企画部と農研機構
中央農業総合研究センターとの協定研究により開発されたソフトウェアであり、詳細およびダウンロード
については「農研機構経営管理システム http://fmrp.dc.affrc.go.jp/programs/」を参照して下さい。 

また、本ツールの利用は、県内の関係機関（農協、普及センター、振興局等）に限定していますので、
最寄りの機関に相談して下さい。 

担当研究室 企画管理部 農業経営研究室 〒024-0003 北上市成田 20-1  TEL.0197-68-4405 FAX.0197-68-2361 
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※『Z-BFM』の操作の流れは，

Z-BFM操作・解説マニュアル

参考資料・文献(1)のP1を改編

FS-DATA to Z-BFM

② データ編集（修正・追加）

■地域条件や経営体の実情に応じて

編集（修正・追加）が可能。

■固定費の算出，経営・営農条件の

設定も可能。

③ Z-BFM形式ファイル出力

■編集したデータは，bfm，bfs，bfc 
形式でエクスポート可能。

【操作】 ファイル名を設定

⇒ 該当ボタンをクリック

① 技術体系データの読込

■収支や労働時間等，必要なデータ

を抽出し読み込む。

■最大10体系の読込が可能。

■作成ブックver.1.0，ver.2.0に対応。
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上図③の操作領域 

技術体系データで最適な営農計画作成！FS-DATA to Z-BFM 


